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　 な お 、 配 線 用 基 板 ２ ０ の 厚 さ を 圧 電 振 動 子 ２ ３ の 厚 さ と 同 じ に す る こ と は 機 械 加 工 上 の
精 度 で は 難 し く 、 設 計 寸 法 上 一 致 し て い て も 、 レ ベ ル で は 違 い が 必 ず 生 じ る 。 も し 、
配 線 用 基 板 ２ ０ が 圧 電 振 動 子 ２ ３ よ り 厚 く な っ た 場 合 、 圧 電 振 動 子 ２ ３ と マ ス ク ３ ０ の 間
の 隙 間 が で き る た め 、 ス キ ー ジ ３ ２ で マ ス ク が 意 図 せ ず 変 形 し 圧 電 振 動 子 ２ ３ 上 の 導 電 性
接 着 剤 の 量 が 不 定 と な り 、 質 量 負 荷 が 各 振 動 子 で 不 均 一 と な る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、
配 線 用 基 板 ２ ０ の 厚 さ を 圧 電 振 動 子 ２ ３ の 厚 さ よ り 薄 く し て い る が 、 実 質 的 に は 圧 電 振 動
子 ２ ３ の 上 面 よ り 配 線 用 基 板 ２ ０ の 上 面 の 位 置 が 低 け れ ば よ い 。
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